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皆さんの「声」をお待ちしています！
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「笑顔があふれる元気なまち」のため

皆さんの「声」を
お待ちしています！

市では、まちづくりミーティングや、あさけんポ
スト・eポストなどを通して、市民の皆さんとの「対
話」を積み重ねてきました。新しい各務原を創る
ため、皆さんのアイデアや知識をお寄せください。

詳細　まちづくり推進課☎ 058-383-1662

　

ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
市

民
の
方
と
市
長
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
う
懇
談
会
で
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に
市
内
各
地
で
開

催
。
そ
の
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
る
方
な
ど
の
団
体
や

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
市
政
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
す
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
テ
ー
マ
は
、
参
加
す

る
グ
ル
ー
プ
が
持
ち
寄
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
、
市
の
政
策
だ
け
で
な
く
、
子
育
て

や
安
心
・
安
全
な
ど
の
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
に
行
わ
れ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
た
く
さ
ん
の
意
見
や
提
案
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昨
年
行
わ
れ
た
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
出
た
提
案
な
ど
で
、
す
で
に
市
政

に
反
映
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
内
６
カ
所
で
ま
ち
づ
く
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
若
者
の

グ
ル
ー
プ
や
高
齢
者
の
団
体
、
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所　

左
表
の
と
お
り

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～

対
象
・
定
員　

▽
10
人
程
度
の
市
民
の
団

体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
▽
政
党
団
体
や
宗
教

団
体
、
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
な
ど
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
▽
個
人
で
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん

　

皆
さ
ん
の
豊
か
な
知
識
や
ア
イ
デ
ア
を

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
昨
年

始
ま
っ
た
「
あ
さ
け
ん
ポ
ス
ト
・
ｅ
ポ
ス

ト
」。行
政
へ
の
提
案
が
書
か
れ
た
手
紙

が
、
市
内
29
施
設
に
あ
る
専
用
ポ
ス
ト
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
市
長
に
直

接
届
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
意
見
、
提
案
を
い

た
だ
い
た「
あ
さ
け
ん
ｅ 

ポ
ス
ト
」が
６
月

１
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。
変
更
点
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
基
本
的
な
利
用
方
法
は
今
ま
で

ど
お
り
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
成
人
式
企
画
委
員
会
代
表
者

　

市
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

媒
体
で
発
信
し
て
は
？

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
市
の
Ｐ

Ｒ
を
実
施
。
さ
ら
に
、
市
の
Ｃ
Ｍ
や
、

市
を
舞
台
に
し
た
映
画
を
市
民
協
働
で

制
作
し
、
映
画
館
で
上
映
し
ま
し
た
。

■
提
案
や
回
答
に
対
す
る
意
見
を
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
や
、
そ

れ
に
対
す
る
市
か
ら
の
回
答
に
対
し
て

も
、意
見
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
の
感
想
や
、
提
案
を
解
決
す
る

た
め
の
新
た
な
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

申
込　

各
募
集
期
間
中
に
、「
懇
談
す
る

テ
ー
マ
・
意
見
・
質
問
」
を
記
載
し
た
参

加
申
込
書
と
参
加
者
名
簿
を
、
直
接
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
４
階
）
に
提
出

【
テ
ー
マ
例
】
▽
子
育
て
の
し
や
す
い
街

と
は
▽
お
年
寄
り
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
各
務
原
市
に
な
る
た
め
に

備
考　

▽
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
▽
ま
ち
づ
く

り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
質
疑
や
意
見
交
換

の
場
で
す
。
一
方
的
な
苦
情
や
要
求
、
特

定
の
個
人
や
団
体
の
権
利
に
関
す
る
事
項

な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん

詳
細　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
６
６
２

 

あ
さ
け
ん
ポ
ス
ト
・
ｅ
ポ
ス
ト

ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

期
日

場
所

募
集
期
間

８
月
６
日
（
木
）
那
加
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
那
加
雲
雀
町
）

６
月
１
日
～

30
日

８
月
20
日
（
木
）
稲
羽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
上
戸
町
）

９
月
11
日
（
金
）
蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
蘇
原
野
口
町
１
）

７
月
１
日
～

31
日

９
月
16
日
（
水
）
鵜
沼
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
鵜
沼
羽
場
町
１
）

10
月
６
日
（
火
）
鵜
沼
東
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
鵜
沼
山
崎
町
４
）

８
月
３
日
～

31
日

10
月
14
日
（
水
）
那
加
西
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
那
加
手
力
町
）

  

地
域
の
課
題
な
ど
を
語
り
合
う

  

平
成
26
年
度
の
実
績

  

平
成
27
年
度
の
参
加
者
募
集

  

６
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
福
祉
ネ
ッ
ト
各
務
原

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
協
力
し
て
、
生
活
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
体
制
づ

く
り
を
で
き
な
い
か
？

　

市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
と
一
緒
に
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
向
け
た
準
備

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

▲ウェブサイトの「提案・回答集」の画面

■
「
提
案
・
回
答
集
」
を
日
付
順
か
ら

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
変
更

　

現
在
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
提

案
と
市
の
回
答
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
上
で
「
月
ご
と
」
に
掲
載
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
提
案
を
探
し
や

す
く
す
る
た
め
、「
福
祉
」・「
子
育
て
」・

「
防
災
」
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
分

類
し
ま
す
。
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生活習慣を見直し
健康寿命を延ばしましょう！

6月14日（日）9:00~14:00
総合福祉会館（那加桜町 2）

　
健
康
講
話

　
　 
特
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

相
談
コ
ー
ナ
ー

健
康
づ
く
り
体
操

実
演
・
講
習
コ
ー
ナ
ー

普
及
啓
発
コ
ー
ナ
ー

展
示
コ
ー
ナ
ー

年
長
児
健
康
ポ
ス
タ
ー

優
秀
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

幼
児
石
膏
手
形

コ
ー
ナ
ー

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
20
分

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
第
３
会

議
室
（
那
加
桜
町
２
）

内
容　

①
「
口
腔
疾
患
と
生
活
習
慣
」
堀

田
哲
史
・
堀
田
歯
科
院
長　

②
「
高
血
圧

の
治
療
に
つ
い
て
」
加
川
憲
作
・
に
ん
じ

ん
通
り
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

歯
と
口
腔
、そ
し
て
血
圧
は
大
丈
夫
!?

　

今
回
、
健
康
講
話
で
は
生
活
習
慣
病
と

「
歯
と
口
腔
」
お
よ
び
「
血
圧
」
と
の
関

係
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

【
歯
と
口
腔
】　
歯
周
病
菌
が
血
管
に
入

る
と
血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
影
響
を

及
ぼ
し
、糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
。

毎
日
の
ケ
ア
で
歯
と
口
の
健
康
を
支
え
、

免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。自
分
の
歯
で
、

食
べ
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

【
血
圧
】　
脳
卒
中
や
動
脈
硬
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す

高
血
圧
の
予
防
に
は
、
過
剰
な
塩
分
や
脂

肪
分
を
抑
え
、
野
菜
な
ど
を
多
く
摂
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
適
度
な
運

動
、
定
期
的
な
健
診
が
必
要
で
す
。

　

平
均
寿
命
が
延
び
、
高
齢
化
社
会
が
進

む
な
か
、
心
豊
か
で
充
実
し
た
人
生
を
送

る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
長
く
健
康
で

い
る
こ
と
、
つ
ま
り
健
康
寿
命
を
延
ば
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
近
年
、
死
亡

原
因
の
約
半
数
を
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血

管
疾
患
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
の
健
康

に
関
心
を
持
ち
、「
栄
養
・
運
動
・
休
養
」

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
生
活
習
慣
を
心
が

け
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
健
康
の
つ
ど
い
で
は
、
こ
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
相
談

時
間　

午
前
９
時
10
分
～
11
時

定
員　

11
人
（
申
込
順
）

耳
鼻
科
相
談

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

定
員　

18
人
（
申
込
順
）

共
通
事
項

申
込　

5
月
22
日
～
6
月
12
日
に
健
康
管

理
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
５

健
康
相
談
、
歯
科
相
談
、
矯
正
歯
科
相
談

受
付
時
間　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
１
時

30
分

薬
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
相
談
、
薬
草
・
健

康
茶
相
談

時
間　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
２
時

国
保
健
康
づ
く
り
体
操
講
座
～
生
活
習
慣

病
予
防
体
操
～

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　

武
藤
孝
子
・
各
務
原
健
体
康
心
会

だ
れ
で
も
で
き
る
筋
力
ア
ッ
プ
体
操

時
間　

午
後
０
時
30
分
～
2
時

講
師　

関
谷
日
登
美
・
健
康
運
動
指
導
士

時
間　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
２
時

内
容　

運
動
と
栄
養
の
コ
ー
ナ
ー
、
生
活

行
為
確
認
コ
ー
ナ
ー
、
脳
の
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
実
践
コ
ー
ナ
ー
、体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
、

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
、
幼
児

歯
科
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
薬
草
・
健
康

茶
試
飲

時
間　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
２
時

内
容　
「
食
が
育
て
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」

食
生
活
改
善
試
食
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
我

が
家
の
み
そ
汁
塩
分
測
定（
当
日
申
込
順
、

50
人
。
大
さ
じ
２
杯
の
み
そ
汁
を
持
参
）、

国
保
特
定
健
康
診
査
Ｐ
Ｒ
、
薬
物
乱
用
防

止
コ
ー
ナ
ー
、
歯
科
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

　
「
健
康
の
つ
ど
い
」
で
は
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
有
効
な
健
診
・
検
査
の
ほ
か
、

お
子
さ
ん
の
手
形
が
と
れ
る
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
、
も
ち
ろ
ん
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
２
時

内
容　

歯
科
技
工
物
展
示
、
生
活
習
慣
病

予
防
パ
ネ
ル
展
示
、
ハ
ー
ブ
・
薬
草
展
示

期
間　

6
月
1
日
～
６
月
14
日

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
（
那
加
桜
町
２
）

定
員　

１
５
０
人
（
抽
選
）

申
込　

6
月
4
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
（
１
人
１
枚
、
複
数
お
よ
び
兄

弟
の
場
合
で
も
１
人
１
枚
）
に
、「
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
面
に
申
込
者
の
住
所
、
氏
名
」
を
明

記
し
、
〒
５
０
４
ー
０
９
１
２
那
加
桜
町

２
の
１
６
３
、
市
役
所
健
康
管
理
課
「
幼

児
石
膏
手
形
コ
ー
ナ
ー
係
」

備
考　

抽
選
結
果
は
返
信
は
が
き
で
通
知

「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
　
か
か
み
が
は
ら
」

み
ん
な
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

第32回 健康のつどい

事前
申込

事前
申込

悪性新生物
27.8％

その他

心疾患
15.6％

脳血管疾患
7.5％

詳細　健康管理課☎ 058-383-1115

「
健
康
の
つ
ど
い
」
に
は
、健
康
寿
命
を
延
ば
す
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
！

こ
の
機
会
に
健
診
・
検
査
コ
ー
ナ
ー
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
自
分
や
家
族

の
健
康
を
確
か
め
合
お
う
！

健
診
・
検
査
コ
ー
ナ
ー

受
付
時
間　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
１
時

30
分

健
康
診
査

内
容　

問
診
、
尿
検
査
、
身
長
・
体
重
、

血
圧
測
定
、
診
察
（
内
科
）、
歯
科
検
診

（
口
臭
測
定
・
唾
液
検
査
、
当
日
申
込
順

１
０
０
人
）、
６
歳
臼
歯
フ
ッ
化
物
塗
布

各
種
検
査

内
容　

血
糖
値
測
定
（
20
歳
以
上　

当
日

申
込
順
１
０
０
人
）、
貧
血
検
査
、
血
液

型
判
定
、
心
電
図
検
査
、
目
の
健
康
検
査

備
考　

血
糖
値
測
定
を
受
け
る
方
は
、
前

日
の
午
後
９
時
以
降
、
水
以
外
の
飲
食
物

を
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

体
脂
肪
測
定

幼
児
身
体
測
定

資料：岐阜地域の公衆衛生 2014 より（平成 25 年統計）

各務原市における
主要死因別死亡割合
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　10 月 1 日のふれあいバスリ
ニューアル運行開始に向けて、
利用者の皆さんにとって、分
かりやすく、使いやすいバス
マップを作成するためのワーク
ショップを開催します。
日時　6 月 4 日、7 月 9 日　い
ずれも木曜日　19:00 ～ 21:00
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
定員　24 人（抽選）
対象　 ▽日常的に公共交通機関
を利用している方 ▽ 両日とも参
加できる方
申 込 と 詳 細　5 月 24 日 ま で
に「住所、氏名、ふりがな、性
別、生年月日、年齢、ふれあ
いバスの利用頻度」を記入し
て、メールの方は syoko@city.
kakamigahara.gifu.jp ま た は 商
工振興課☎ 058-383-9912

みんなでつくるバス
マップ参加者募集

日時　6 月 16 日（火）　9:00 ～
15:00
場所　総合体育館（那加太平町）
種目　女子ダブルス（初級・中
級・上級、ペアは当日会場で抽
選にて決定）
費用　1 人 1000 円（当日支払・
保険料含む）
申込と詳細　6 月 4 日までに市
バドミントン協会・小川☎ 090-
7910-4246 またはワコースポー
ツ☎ 058-389-3660

市レディース
バドミントン交流会

　レクリエーションと簡単な読
み書きを行い、脳の活性化をし
ませんか。
日 時　6 月 16 日～ 11 月 10 日
の火曜日（9 月 22 日、11 月 3
日 を 除 く ）　9:30 ～ 11:00（ 全
20 回）
場所　稲羽東福祉センター（前
渡北町）
対象　市内在住で自力で教室に
通える 65 歳以上の方で、認知
症の診断や介護保険の要介護・
要支援認定を受けていない方
定員　20 人（申込順）
費用　月 2000 円
備考　詳細は申込時に説明
申込と詳細　5 月 15 日～ 29 日
に介護保険課☎ 058-383-2124

頭の体操教室

【親子サロン】
　地域の先
輩ママや市
民 ボ ラ ン
ティアの方
が運営しています。親子で一緒
に遊んだり、みんなでおしゃべ
りしたりと、自由に過ごすこと
ができます。
　育児経験のあるスタッフが一
緒で安心でき、ママたちにも大
人気です。保育所や幼稚園に入
る前の親子が対象で、事前予約
なしで気軽に参加できますの
で、ぜひ利用してください。

【子育てサークル】
　乳幼児を持つ子育て中の親子
が集まって、一緒に遊んだり、
親同士が交流したりするグルー
プが子育てサークルです。子ど
も館や福祉センターなどを会場
に、定期的に活動しています。
詳細　子育て支援課☎ 058-383-
1555

「親子サロン」
「子育てサークル」

　講話と実技の運動教室です。
期日　6 月 18 日、7 月 2 日・16 日、
8 月 6 日・20 日（全 5 回）
場所と時間　 ▽那加西福祉セン
ター（那加手力町）＝ 10:00 ～
11:30　 ▽鵜沼福祉センター（鵜
沼羽場町 1）＝ 14:00 ～ 15:30
対象　65 歳以上の健康な方
定員　各 30 人（申込順）
費用　1000 円（教室初回支払）
備考　次の方はご遠慮ください
①病気治療中②医師による運動
制限がある③介護保険による介
護度を認定されている
申込と詳細　5 月 15 日～ 29 日に
電話で介護保険課☎ 058-383-
2124

からだを動かそう
運動教室

　学校訪問やホームステイなど
を通して、英語力の向上と外国
の青少年との交流を図ります。
期 間　10 月 29 日～ 11 月 4 日

（予定）
派遣先　アメリカ合衆国カリ
フォルニア州
対象　 ▽過去にこの研修に参加
したことがない中学 2・3 年生

▽市内在住で住民登録がある方

▽積極的な研修意欲があり、規
律ある団体生活が可能な方
定員　20 人程度（選考）
内容　ホームステイ、学校訪問、
自然体験、社会見学など
費用　費用の約半額を市が助成

（自己負担額 13 万円程度）
備考　 ▽ 6 月 7 日 10:00 ～産業
文化センター 2 階第 3 会議室
で説明会開催（参加自由） ▽市
立中学校は、研修期間は出席扱い
申込と詳細　6 月 1 日～ 26 日

（必着）に、市内中学校または
青少年教育課にある参加申込
書に、参加動機についての作
文（400 字 詰 A4 原 稿 用 紙 ２
枚）を添えて、青少年教育課☎
058-383-1484

中学生海外派遣

日程　6 月 24 日（水）　9:15 産
業文化センター 1 階ロビー集合、
13:00 ごろ岐阜基地正門前解散
場所　航空自衛隊岐阜基地
対象　市内在住の日本国籍を有
する成人
定員　40 人（申込順）
費用　950 円（当日支払、昼食代・
保険料など含む）
備考　

△

基地までは徒歩

△

キャン
セルにはキャンセル料がかかりま
す

△

緊急時、中止の可能性あり
申込と詳細　5 月 25 日（必着）
までに、「住所、氏名、ふりがな、
年齢、生年月日、電話番号、職
業、会社名」を記入して、往復
はがき（同一住所につき連名申
込可）で、〒 509-0116 緑苑西
2-81、NPO 団体各務原まちづく
り・水野☎ 058-370-0117

航空自衛隊
岐阜基地見学

　水防工法などの水防演習を行
います。見学にお越しください。
日時　6 月 7 日（日）　9:00 ～
場所　笠松競馬場三角駐車場

（笠松町若葉町）
詳細　木曽川右岸地帯水防事務
組合☎ 058-387-2022

木曽川水防演習

　自然の中で、元気いっぱい遊
ぼう！
日時　6 月 6 日（土）　10:00 ～ 15:00

（雨天決行）
場所　学びの森（那加雲雀町）
対象　小学生以下（幼児は保護
者同伴）
内容　 ▽木登り体験 ▽ダンボー
ルで遊ぼう ▽ 大学生コーナー ▽
しばふすべり ▽ストーンペイン
ティング（1 人 1 個・限定 200
個） ▽ポニー乗馬（１回 100 円・
12:00 ～ 13:00 は休憩） ▽ 竹の
おもちゃづくり（有料）
持参品　タオル、飲み物など
申込　当日受付で参加申込用紙
に必要事項を記入
備考　天候により中止のイベン
トあり

【かかみ野市民サイクリング】　
　各務原大橋を目指します。
日時　6 月 6 日（ 土 ）　9:30 ～
12:00（受付 8:30 ～・雨天中止）
集合　学びの森（那加雲雀町）
対象　小学生以上（小学生は保
護者同伴。幼児は親と同乗）
定員　100 人（申込順）
費用　小学生以上 500 円、幼児
250 円（当日支払、保険料など）
備考　 ▽自転車は各自で用意 ▽

中学生以下はヘルメット持参
申 込　6 月 3 日（必着）までに、
市役所 1 階ロビー、市民サービ
スセンターにある申込用紙を、か
かみ野市民サイクリング事務局・
ウィール河合☎　058-383-6115
詳細　子育て支援課☎ 058-383-
1555

チビッコ冒険広場

FAX

　名古屋市港区の名古屋港水族
館を見学します。
期日　7 月 5 日（日）　雨天決行
対象　市内在住の身体障害者手
帳、療育手帳、精神保健福祉手
帳所持者（児）とその介護者（対
象者 1 人につき 1 人）
定員　200 人（申込順）
備考　 ▽昼食などは各自で用意
してください ▽時間などの詳細
は、後日お知らせします
申込と詳細　6 月 10 日までに
社会福祉課☎ 058-383-1126　
058-389-3353

障がい者（児）
1日社会見学

FAX

　小学校低学年のお子さんの生
活を見守りながら、一緒に遊び
ます。
期間　7 月 21 日～ 8 月 31 日（夏
休み期間）
勤務時間　7:30 ～ 17:00（延長
保育実施室は 19:00 まで）
勤務場所　市内の学童保育室
備考　 ▽ 6 月 27 日（土）　9:00 ～
総合福祉会館 3 階研修室で説明
会を開催 ▽資格は不要
申込と詳細　市販の履歴書（JIS
規格）1 通を持参し、子育て支
援課☎ 058-383-1555

学童保育室
補助支援員募集

　夏休み期間の学童
保育室への入室を受
け付けます。
対象　夏休みの間、
家庭の事情により、子どもだけ
になる小学 1 ～ 4 年生の児童
備考　 ▽ 両親に代わるべき人

（祖父母など）がいる場合は、
入室できません ▽申請書は子育
て支援課にあるほか、市ウェブ
サイトからもダウンロードでき
ます
申込と詳細　5 月 15 日～ 6 月 5
日（必着）に、申請書と父母の就
労証明書などを、子育て支援課
☎ 058-383-1555

学童保育室
夏休み入室受付

日時　5 月 30 日（土）　9:00 ～
12:00
場所　市民会館（蘇原中央町 2）
内容　総会・講演会「心の強い
子どもを育てる」～ネット時代
の親子関係～石川結貴・作家、
ジャーナリスト
詳細　青少年教育課☎ 058-383-
1484

市 PTA 連合会
定期大会
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　5 月 25 日～ 29 日は一斉パト
ロール期間です。コンクリート、
またはコンクリートおよび鉄か
ら成る建設資材、木材、アスファ
ルト・コンクリートを用いた建
築物などの解体工事は、分別解
体し再資源化することが義務付
けられています。
　80 ㎡以上の建築物の解体工
事や 500 ㎡以上の建築物の新・
増築工事には 7 日前までに届出
が必要です。
詳 細　建築指導課☎ 058-383-
1111 内線 2716

建設リサイクル法
全国一斉パトロール

　毎年 6 月 1 日は「人権擁護委
員の日」です。岐阜人権擁護委
員協議会各務原部会では、全国
一斉「人権擁護委員の日」特設
相談所を開設します。
　委員が無料で相談に応じ、秘
密は厳守します。
日 時　6 月 1 日（月）　13:00 ～
16:00
場所　市役所4階第2会議室（那
加桜町 1）
内容　いじめや差別問題、家庭
内の悩み事など、毎日の暮らし
の中で起こるさまざまな問題
詳細　まちづくり推進課☎058-
383-1111 内線 3631

「人権擁護委員の日」
特設相談所開設

　平成 28 年 3 月新規学卒者の
求人取扱や公正な採用選考につ
いての説明会です。
日時　6 月 5 日（金）　14:00 ～
16:00
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
対象　市内に所在する企業の事
業主
詳細　岐阜新卒応援ハローワー
ク☎ 058-264-7550

新規学卒者
求人取扱説明会

　公道に面した一定の条件のブ
ロック塀を撤去する場合に、補
助金を交付しています。
対象　 ▽ 道路面からの高さが
40 ㎝を超えるブロック塀 ▽ 道
路の接道部からブロック塀まで
の距離が、ブロック塀の高さ以
内であること
補助額　 ▽ 原則、市で定める
標準事業費（7000 円 / ㎡）の
1/2。ただし、小学校の通学路
や災害時の避難経路に面してい
るブロック塀を撤去する場合
は、市で定める標準事業費の
2/3 ▽補助額の上限 10 万円
詳 細　河川公園課☎ 058-383-
1531

ブロック塀撤去
補助制度

　6 月 1 日～ 7 日は水道週間で
す。スローガンは「カラカラで  
蛇口に飛び込む   僕の口」。

【水道パッキンの無料配布】　
期間　6 月 1 日～ 7 日
場所　市役所総合案内、産業文
化センター案内、水道総務課、
水道施設管理センター、市民
サービスセンター、水道料金事
務センター
内容　家庭用蛇口パッキン（口
径 13 ㎜、2 個セット）
備考　 ▽産業文化センター案内、
水道料金事務センターを除き平
日のみ配布 ▽レバー式蛇口など
使用できない蛇口もあります

【パネル展示】
　水を安全においしく届けるた
めの取り組みを、パネルなどで
わかりやすく展示します。
期間　6 月 1 日～ 4 日
場所　産業文化センター 1 階 21
プラザ（那加桜町 2）
詳 細　水道総務課☎ 058-383-
7111

水道週間
パッキン無料配布

　JA ぎふと共催の田植え・稲
刈り体験参加者を募集します。
日時　 ▽ 田植え＝ 6 月 20 日 ▽
稲刈り＝ 10 月 24 日（予定）　
いずれも土曜日　10:00 ～ 12:00
場所　各務西町 4 丁目地内水田
対象　市内の小学校に通う児童
とその家族　
定員　50 組（申込順）
費用　1 家族 2000 円（申込時）
備考　ハツシモ玄米 10kg 進呈

（収穫後）
申込　5 月 18 日 9:00 ～市内の
JA ぎふ支店窓口
詳細　JA ぎふ蘇原支店☎ 058-
382-6141

地産地消を推進
田植え・稲刈り体験

　美しいまちづくりを推進する
ため、啓発看板を配布していま
す。ご利用ください。
内容　 ▽ 気を付けよう   親のポ
イ捨て   子が真似る ▽ ポイ捨て
しないで ▽ 犬や猫のフン・尿の
後始末を！
備考　 ▽数に限りがあります ▽

設置のために必要な場所、杭、
針金などは各自でご用意ください
詳 細　環境政策課☎ 058-383-
4232

美しいまちづくり
啓発看板を配布

　ネコ侵入防止装置（ネコが近
づくと嫌がる音を出して追い払
う装置）を 14 日間貸し出します。
対象　ネコの糞尿などの被害を
受けている市内在住の方（一度
借りた方は対象外）
申込と詳細　電話で予約をして
から申請用紙を環境政策課☎
058-383-4231

ネコ侵入防止装置を
貸し出します（試験用）

　飼い犬、飼い猫がいなくなっ
たら、最寄りの保健所と警察に
連絡を入れ、「帰ってくるのを
待つ」のではなく、飼い主自身
も探しましょう。
　保護された時に、飼い主が分
かるように、迷子札、マイクロ
チップを装着しましょう。
詳細　岐阜保健所☎ 058-380-3003

犬・猫がいなくなっ
たら

　消費喚起と経済の活性化を目
的に、市内の商店などで使用で
きる「かかみがはらプレミアム
商品券」を発行します。
発行総額　4 億 8000 万円（4 万
セット）
対象　市内在住の方
内容　1 万 2000 円分（1000 円
券 12 枚）を 1 セットとし、1
万円で販売（12 枚のうち 4 枚
は店舗面積 1000 ㎡未満の店舗
のみで使用できる「中小限定
券」、8 枚は大型店でも使用で
きる「全店共通券」）
購入限度額　1 人 4 セット（4 万
円）まで
予約期間　6 月１日～ 14 日
使用期間　7 月 15 日～ 11 月 30 日
備考　 ▽予約販売 ▽申込が発行
数を超えた場合は抽選 ▽ 予約・
購入の方法、商品券を使用でき
る店舗など、詳細は 6 月 1 日
号広報紙に折込のパンフレット
をご覧ください
詳細　各務原商工会議所☎ 058-
382-7101

20％プレミアム付き
商品券を発行

　子どもの成長に
ついて不安がある
保護者や、悩みを
持つ子どもの相談
を受け付けていま
す。相談は匿名で行うことがで
き、秘密は厳守します。
日時　平日の 9:00 ～ 16:00
場所　少年センター（産業文化
センター 7 階・那加桜町 2）
相談内容　不登校、友人関係、
いじめ、学習面、子どもの育て
方、しつけ、非行問題など
相談電話　☎ 058-389-3700
詳細　青少年教育課☎ 058-383-
1484

親と子のための
電話・面接相談

【老齢基礎年金】
　受給資格期間を満たした人が
65 歳になったときから支給され
ます。繰り上げ請求または繰り
下げ申出もできます。
請求先　 ▽第 3 号被保険者期間
のある方、厚生年金などの制度
に加入していた方＝年金事務所

▽第 1 号被保険者期間のみの方
＝市役所市民課

【障害基礎年金】
　国民年金加入者や加入したこ
とのある人が障がい者になった
とき、20 歳前の傷病で障がい者
になったときに支給されます。
請求先　 ▽第 3 号被保険者期間
中に初診日がある場合＝年金事
務所 ▽第 1 号被保険者期間中に
初診日がある場合（20 歳前、60

国民年金受給の
手続きを

～ 64 歳を含む）＝市役所市民課
【遺族基礎年金】

　国民年金加入者や、加入した
ことのある人が亡くなったとき、そ
の人によって生計を維持されてい
た子のある配偶者、または子に、
子が 18 歳に達する年度末（障が
い者は 20 歳未満）まで支給され
ます。
請求先　 ▽第 3 号被保険者期間
中に亡くなった場合＝年金事務
所 ▽第 1 号被保険者期間中に亡
くなった場合（60 ～ 64 歳を含
む）＝市役所市民課
備考　 ▽ 65 歳以上の方は、障
害基礎年金と老齢厚生年金（ま
たは障害基礎年金と遺族厚生年
金）の併給ができます ▽請求に
必要な書類は、事前に請求先に
確認してください

【第 3 号被保険者の届出】
　健康保険の被扶養者の届出と
一緒に配偶者の勤務している事
業所へ提出してください。また、
第 3 号被保険者から第 1 号被
保険者への変更届は、市役所市
民課または市民サービスセン
ターへ提出してください。

【共通事項】

▽ 第 1 号被保険者＝自営業者、
農林漁業者、無職、自由業者、
学生など ▽第 3 号被保険者＝厚
生年金や共済組合加入者に扶養
されている配偶者
詳細　 ▽岐阜南年金事務所☎058-
273-6161 ▽市民課☎058-383-1113

　高齢者の皆さんがいつまでも
元気に生活できるように、生活
機能の低下をいち早く発見する
ための基本チェックリストを 5
月中旬に郵送します。記入後は、
返信用封筒で介護保険課へ返送
してください。
対象　昭和 11 年 1 月 1 日～昭
和 15 年 12 月 31 日生まれの方

（要介護・要支援認定者を除く）
備考　 ▽ 65 歳以上の対象でな
い方で基本チェックリストを希
望される場合は、電話で介護保
険課へ ▽結果は 7 月中旬に返送

▽積極的な介護予防が必要と判
定された方は市が行う介護予防
教室に参加し、介護予防につな
げましょう ▽未回答の方には担
当の地域包括支援センターから
連絡することがあります
詳細　地域包括支援センター
または介護保険課☎ 058-383-
2124

介護予防のための
基本チェックリスト
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

6 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 7 日（日）・14 日（日）・21 日（日）・
28 日（日）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

6 月の歯科救急当番

6 月 7 日（日）／かねみつ歯科医院☎ 058-383-8364 ／蘇原大島町 1
6 月 14 日（日）／都クリニック☎ 058-385-4838 ／鵜沼羽場町 5
6 月 21 日（日）／苅谷歯科医院☎ 058-382-0279 ／小佐野町 6
6 月 28 日（日）／北山歯科医院☎ 058-384-4180 ／鵜沼西町 3
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ )

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・休日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

期日　6 月 18 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 25 年 6 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

2 歳児歯科教室

　ことばや行動な
どに心配のある幼
児の相談を行いま
す。
日時　 ▽ 6 月 5 日

（金）＝那加・稲羽・川島・蘇原
地区在住の方 ▽ 6 月 19 日（金）
＝鵜沼地区在住の方　いずれも
9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　 ▽事前予約が必要 ▽駐車
料補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

ことばの相談

日時　6 月 10 日（水）　13:30 ～
14:30
場所　東海中央病院 3 階大会議
室（蘇原東島町 4）
内容　介護保険制度と手続き
講師　介護保険課職員
備考　 ▽ 申込は不要 ▽講座終了
後、個別相談の時間あり
詳 細　介護保険課☎ 058-383-
1778

健康福祉講座

期日　6 月 16 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30 
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　成人
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査、栄
養相談、歯科相談
持参品　健康手帳
備考　事前予約が必
要です
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1115

6月の成人健康相談

日時　6 月 20 日（土）　14:00 ～
16:00
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
内容　「ちょっと気になるわが
子の気分と姿勢」宮脇修・名古
屋女子大学名誉教授
詳 細　 子 育 て 支 援 課 ☎ 058-
383-1252

市乳幼児発達支援
推進協議会講演会

日時　6 月 25 日（木）　9:30 ～
11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　分娩予定日が 9 月 1 日～
10 月 31 日の妊婦
内容　赤ちゃんの
特徴と抱っこの体
験、赤ちゃんとの
生活イメージ、育
児相談窓口の 紹
介、参加者同士の交流
持参品　母子健康手帳、マタニ
ティー広場Ⅰでお渡しした資料

（参加者のみ）、筆記用具
備考　 ▽動きやすい服装 ▽駐車
料補助あり ▽ 夫の参加も可
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

マタニティー広場Ⅱ

　糖尿病は自覚症状のないまま
忍び寄る怖い病気です。日頃の
食生活と運動習慣を見直し、糖
尿病を予防しましょう。
日程　① 6 月 26 日（金）「糖尿
病と正しく・楽しく付き合うコ
ツ」浅野昇悟・東海中央病院内
分泌・糖尿病内科医師② 7 月 1
日（水）「おいしく食べて予防
する糖尿病」市栄養士③ 7 月 2
日（木）「日常で、効果的に無
理なくできる運動の実践方法」
関谷日登美・健康運動指導士
時間　① 13:30 ～ 15:00（受付
13:00 ～）②③ 10:00 ～ 11:30（受
付 9:30 ～）
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　糖尿病未治療の方
定員　① 80 人②③各 30 人（い
ずれも申込順）
備考　①のみの受講も可
申込と詳細　5 月 29 日までに
健康管理課☎ 058-383-1115

糖尿病予防教室

日時　6 月 7 日（日）　9:30 ～ 11:00
（受付 9:00 ～ 9:30）

場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
対 象　分娩予定日が 8 月 1 日
～ 10 月 31 日の妊婦と家族
定員　160 人程度
内容　親子の愛着と情緒関係、
抱っこのポイント、乳幼児の
発達など（希望者には 11:00 ～
12:00 に体験・相談を実施）
講師　心療内科医師、助産師、
保健師
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、出席カード
備考　 ▽ 当日、生活円グラフな
ど配布 ▽ 当日は動きやすい服装
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

妊娠期から始める
ハッピー子育て講座

日時 　6 月 17 日（水）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

のびのび測定

【環境社会（eco）】
期日　7 月 26 日（日）
費用　5400 円
申込期間　5 月 12 日～ 6 月 12 日

【販売士  3 級】
期日　7 月 11 日（土）
費用　4120 円
申込期間　5 月 25 日～ 6 月 19 日

【共通事項】
場所　産業文化センター（那加
桜町 2）
詳細　各務原商工会議所☎ 058-
382-7101

商工会議所
検定試験

期日　8月26日（水）
13:00 ～ 15:00
場所　岐阜大学（岐
阜市柳戸 1-1）
申 込 と 詳 細　5 月
25 日～ 6 月 5 日に
岐阜保健所生活衛生課☎ 058-
380-3003

平成 27年度
調理師試験

テクノプラザ
CAD研修

【CATIA V5 基礎】
期間　5 月 20 日～ 22 日（3 日間）
費用　3 万 6720 円

【航空機業界向 CATIA V5 基礎】
期間　5 月 25 日～ 27 日（3 日間）
費用　4 万 8960 円

【航空機業界向 CATIA V5 実務】
期間　5 月 28 日～ 29 日（2 日間）
費用　2 万 4480 円
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 058-
379-6370

【使ってください】

▽ スキー用具（板、ストック）

▽自転車（子ども用） ▽ミート
チョッパー ▽漬物石

【さがしています】

▽子ども用ブロック（玩具） ▽

乳児用ドア柵 ▽ ベビーチェア
（ダイニング用） ▽揺り籠

備考　4 月 10 日現在の状況
詳細　環 境 政 策 課 ☎ 058-383-
4230

リサイクル
不用品交換銀行

平成 27 年 4 月 27 日現在

交通事故発生状況
前年比

人身事故 195 件 － 25 件
死者 2 人 1 人
負傷者 246 人 － 32 人
物損事故 1631 件 54 件
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カルチャー カルチャー

A
R
T 皆さんの力作を展示しています

中央図書館 3 階市民ギャラリー

■一眼デジカメサークル光彩
期間　5 月 26 日～ 31 日　10:00 ～ 17:00（ただし、
26 日は 13:00 ～、31 日は 16:00 まで）
詳細　一眼デジカメサークル光彩・清水☎ 058-384-
1794
■蒼芽会油絵展
期間　6 月 2 日～ 7 日　9:00 ～ 17:00（ただし、2 日
は 12:00 ～）
詳細　蒼芽会・松尾☎ 058-371-1458
■デジカメ・サークル第 5 回写真展
期間　6 月 9 日～ 14 日　9:00 ～ 16:00（ただし、9 日
は 12:00 ～）
詳細　デジカメ・サークル・佐藤☎ 058-385-0438

〒 509-0132 鵜沼西町 1-116-3
㊡月曜日

　加佐美神社や中世の館跡のほか、各務原出身の高
僧・護命が過ごしたという説もある旧山田寺跡など
を、鵜沼宿ボランティアガイドと歩いて巡ります。
日時　5 月 31 日（日）　9:00 ～正午ごろ（小雨決行）
場所　加佐美神社駐車場（蘇原古市場 5）集合
定員　30 人（申込順）
コース　加佐美神社～無染寺～旧山田寺跡・護命塔
～中世の館跡～加佐美神社（約 5 ㎞）
費用　100 円（資料代など）
申込　5 月 29 日までに電話または直接、歴史民俗
資料館

C
U
LT
U
R
E

鵜沼宿ボランティアガイドと歩く
「護

ご み ょ う

命ゆかりの山
さ ん で ん

田寺
じ

周辺史跡巡り」

中央図書館
☎ 058-383-1122

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 5/15・18・25、6/1・5・8・15・22・29

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

6 月の移動図書館車さつき号

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

2日
（火）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐美神
社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

3 日
（水）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

4 日
（木）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

9 日
（火）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

10 日
（水）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービス
センター西駐車場※（10:20 ～）、大佐野町公民館

（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

11 日
（木）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

16 日
（火）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

17 日
（水）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

18 日
（木）

那加地区体育館（9:30 ～）、出前図書館（企業やサー
クル、各種団体からの依頼を募集しています）、柿
沢ふれあいセンター（14:30 ～）

23 日
（火）

山の前公民館（9:30 ～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20 ～）、各務原区コミュニティセンター（13:30
～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

24 日
（水）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30 ～）、 そ は ら ふ れ あ い セ ン タ ー そ ら ー ら
（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

25 日
（木）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

　移動図書館「さつき号」は、最大 3000 冊の本を
載せて、市内 42 カ所のステーションを月に 1 回ま
たは 2 回巡回します。
　貸出に必要な利用カードはその場で発行。1 人
30 冊まで、約 1 カ月間借りる
ことができます。ぜひ一度、
お近くのステーションまでお
越しください。

■中央図書館　 ▽「読んで体験してみて！本展」＝
5 月 16 日～ 6 月 4 日 ▽「すてきなお父さんの本展」
＝ 5 月 16 日～ 7 月 2 日 ▽「環境の本展」＝ 5 月 16
日～ 7 月 2 日
■川島ほんの家　 ▽ 「おかあさん・おとうさんの本」
＝ 5 月 16 日～ 6 月 4 日 ▽「雨の本」＝ 6 月 6 日～
7 月 2 日
■中央ライフデザインセンター図書室　「歯」＝ 6
月 6 日～ 7 月 2 日
■もりの本やさん　 ▽「お母さんのえほん」＝ 5 月
16 日～ 6 月 4 日 ▽「読んでおきたい名作・ロング
セラー」＝ 5 月 16 日～ 7 月 2 日 ▽「世界の文化を
知ろう」＝ 5 月 16 日～ 6 月 4 日 ▽「親子・夫婦・
家族の本」＝ 5 月 16 日～ 6 月 4 日

B
O
O
K 旬の本、話題の本をご紹介！

図書館展示コーナー

〒 504-8555 那加桜町 1-69
㊡土・日曜日、祝日

☎ 058-383-1042

A
R
T

M
U
S
IC

郷土ゆかりの画家の共演
「2015 所蔵絵画展」

ハーモニカの調べをお楽しみください
「第 10 回各務原市ハーモニカの集い」

ブランド創造課

各務原歴史民俗資料館
☎ 058-379-5055

　市が所蔵する絵画作品を中心に展示し、一般に公
開します。
　今回の所蔵絵画展では、横山潤之助や坪内節太郎
をはじめとする 10 人の画家による、「夏」をテー
マにした作品と、市庁舎 1 階にある壁画「大洋の志」
の原画をご紹介します。ぜひ会場に足をお運びくだ
さい。
期間　6 月 6 日～ 17 日　10:00 ～ 17:00（ただし、8 日・
15 日は休館）
場所　中央図書館 3 階 展示室 A（那加門前町 3）

　どなたでも無料でお聞きいただけるコンサートで
す。ぜひお越しください。
日時　6 月 11 日（木）　13:00 ～（開場 12:30）
場所　中央図書館 4 階 多目的ホール（那加門前町 3）
詳細　市ハーモニカ連合会・川瀬☎ 0586-89-3269

K
ID
S

　読み聞かせボランティアの方によるお話し会で
す。事前の申込は不要です。ぜひご参加ください。
日時　６月６日（土）13:30 ～（開場 13:00）
場所・内容　中央図書館４階 ▽研修室＝赤ちゃんの
ためのおはなし会 ▽ 多目的ホール＝みんなのおはな
し会、バイオリニスト濱島秀行さんの演奏と朗読の
コラボレーション（対象 3 歳以上）

6 月のおたのしみ会
「みんなのおはなし会」

長谷川朝風 「大洋の志」（市役所 1 階壁画）

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

N
A
TU
R
E

　自然の小川で、仲間と一緒に生きものと触れ合っ
てみませんか。
日時　6 月 28 日（日）　9:00 ～ 11:45（小雨決行）
場所　大安寺川上流
対象　市内の小学 2 ～ 6 年生
定員　30 人（抽選）
内容　大安寺川の水生生物の
採取と観察
費用　100 円 （通信料・雑費など）
申込　6 月 12 日（必着）までに、はがきに「郵便番号、
住所、氏名、ふりがな、性別、学校名、学年、保護
者名、電話番号、キャンセル待ちをするか否か」を
明記して、少年自然の家「水辺の自然体験」係
備考　 ▽応募は一人一口（兄弟姉妹は連名で申込可）

▽友人と当落を共に希望する場合は、その旨を明記
してください ▽落選者には 1 週間以内にその旨を連
絡、当選者には後日詳細を郵送します

子どもふれあい体験
「水辺の自然体験」

少年自然の家
☎ 058-370-5280

C
U
LT
U
R
E

古文書の世界へようこそ
「地域の古文書から読む歴史」

　古文書読解の基礎を学びながら、幕末の前渡坪内
氏の様子を記した「慶応二・三年兵賦出府日記」を
読みます。古文書解読の力をつけましょう。
日時　6 月 10 日、7 月 8 日、8 月 12 日、9 月 9 日、
10 月 7 日、11 月 11 日、12 月 9 日、 平 成 28 年 1
月 20 日　いずれも水曜日　10:00 ～ 12:00（全 8 回）
場所　鵜沼福祉センター（鵜沼羽場町 1）
定員　15 人（申込順）
費用　2400 円（資料代含む）
講師　坪内健治・親古文書会会員
申込　5 月 31 日までに電話または
直接、歴史民俗資料館

13　　広報各務原5月 15日号 広報各務原5月 15日号　　12



カルチャー カルチャー

〒 501-6195 川島竹早町 1
㊡月曜日、年末年始

　アルツハイマー病やレビー小体型認
知症などが原因で起こる認知症。
　企画展ではその症状や治療法、予防
のポイントなど、さまざまな情報を紹
介しています。また、江戸時代の高齢者
の養生法や脳卒中の治療法なども展示しています。
期間　平成 28 年 3 月 31 日（木）まで
場所　内藤記念くすり博物館 展示館 2 階特設会場

C
U
LT
U
R
E

2015 年度企画展
「認知症－ともに生きる－」

内藤記念くすり博物館
☎ 0586-89-2101

N
A
TU
R
E

　今回のふるさと案内人は、「大安寺川ホタルを育て
る会」の皆さん。ホタルについての勉強をしたあと、
みんなで「大安寺川ホタルの里」へホタルを見に行き
ましょう。
日時　6 月 13 日（土）　18:00 ～ 20:30

（雨天中止）
集合場所　鵜沼西町交流館（鵜沼西
町 1）
対象　親子、一般
定員　20 人（抽選）
備考　鵜沼西町交流館から大安寺川ホタルの里までは
往復ウオーキングします（片道 20 分程度）
申込　6 月 2 日（必着）までに、｢ 講座名、参加者
全員の氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴され
る方は学年または年齢 ｣ を明記し、メール chuolife
@city.kakamigahara.gifu.jp、または往復はがきで中
央ライフデザインセンターへ（窓口申込の場合は、
はがき 1 枚持参）

ふるさと探検講座
「大安寺川のホタルを見にいこう」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

　枝豆とチーズを入れた「フォカッチャ」（イタリ
アの食事パン）と、マレーシア風のカステラ「マー
ラーカオ」を作ります。どちらも、モチモチのおい
しさです。
日時　6 月 13 日（土）　14:00 ～ 16:00
場所　中央ライフデザインセンター
対象　高校生までの子どものいる方
定員　16 人（抽選）
費用　900 円（受講料 300 円、材料費 600 円）
講師　中島美恵子・コロンビアクッキングスクール
備考　お子さんの同伴も可（料理中は別室で託児）
申 込　6 月 2 日（必着）までに、｢ 講座名、参加
者の氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴され
る方は氏名、学年または年齢 ｣ を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp、 ま た は 往 復 は
がきで中央ライフデザインセンターへ（窓口申込の
場合は、はがき 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

子育てママの料理講座
「フォカッチャ＆マーラーカオ」

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

　市民の方などが出演するステージです。お誘い合
わせのうえお越しください。
■第 29 回年代別カラオケ大会
日時　5 月 17 日（日）　9:30 ～（開場 9:00）
場所　文化ホール
詳細　中部カラオケ歌謡連盟☎ 0586-62-4251
■第 69 回市民芸能のつどい
日時　5 月 24 日（日）　12:30 ～（開場 11:30）
場所　文化ホール
詳細　市芸能協会☎ 058-382-4981
■ウイーンの調べコンサート グスタフ・マーラー
アンサンブル
日時　5 月 30 日（土）　13:30 ～（開場 12:45）
場所　文化ホール
費用　3000 円（全席自由）
詳細　（株）ライラ☎ 058-385-1133

C
U
LT
U
R
E

■学びの森公園で「楽しい自然観察会」
　初夏の草木、虫たちを観察して、学びの森の魅力
を見つけませんか。
日時　6 月 3 日（水）　9:30 ～ 11:00（小雨決行、雨
天の場合は 6 月 4 日）
場所　学びの森（那加雲雀町、集合は機械室南）
対象　成人
定員　15 人
講師　「市民の森を育てる会」の皆さん
■夏向けの  おいしい珈琲の淹れ方講座
　夏向けの「雑味のない極上のコーヒーの淹れ方」
を学び、手作りのお菓子とともに楽しみましょう。
日時　6 月 7 日（日）　14:00 ～ 15:30
場所　西ライフデザインセンター  料理室
定員　15 人
費用　800 円（受講料 300 円・材料費 500 円）
講師　長崎隆行・コーヒー焙煎店店主

【共通事項】
申込　5 月 23 日　10:00 ～受講料を持参し、西ライ
フデザインセンター（10:00 時点で定員を超えた場
合は、その場で抽選）

楽しく学びましょう
「6 月の短期講座」

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

〒504-0912那加桜町2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

〒 504-0914 三井東町 4-32
㊡土・日曜日、祝日

☎ 058-383-1123

C
U
LT
U
R
E

埋文レギュラーメニュー講座
「勾

ま が た ま

玉づくり」

埋蔵文化財調査センター

　工作用の石材を使って、古代
のアクセサリーである勾玉を製
作します。
　世界にひとつだけの、自分の
宝物を作ってみませんか。
日時　平日の 10:00 ～ 16:00 のうち約 2 時間
対象　小学生以上
費用　300 円
申込　事前に電話などで埋蔵文化財調査センター

B
O
O
K

　楽しい「おはなし」をたくさん載せて、「おはな
し隊」のキャラバンカーがやってきます。夢があふ
れるキャラバンカーを親子で見に来ませんか？
　参加は無料です。絵本の読み聞かせや紙芝居を、
楽しんでください。
日時　6 月 13 日（土）　
10:20 ～ 11:40
場所　川島ライフデザイ
ンセンター
対象　２～８歳の子どもと保護者
定員　70 人（申込順）
申込　5 月 21 日　9:00 ～電話または直接、川島ラ
イフデザインセンター

講談社「本とあそぼう
全国訪問おはなし隊」がやってくる！

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ
☎ 0586-89-8200　　0586-89-8201

〒 501-6021 川島笠田町 1453
㊡ 6/8、7/13、12/14、1/12、2/8、3/14

N
A
TU
R
E

テーマは「ニホンウナギ」！
アクア・トト ぎふの企画展＆イベント

■特別企画展示「ニホンウナギ」
期間　7 月 12 日（日）まで
　謎多きニホンウナギの生活
史や生態などをご紹介します。
■ウナギ博士が語る  ここまで
わかったニホンウナギ
日時　6 月 21 日（日）　13:00 ～ 14:30
定員　100 人（抽選）
申込　ウェブサイト、またはファクスで申込
■ウナギのマグネットをつくろう！
　お湯で柔らかくなる素材を使って、ウナギの仲間
をイメージしたマグネットを作ります。
日時　6 月 28 日（日）までの土・日曜日、祝日　
12:00 ～ 16:00
費用　300 円（別途、入館料が必要）

【共通事項】
入館料　大人1500 円、65 歳以上1350 円、中学高校
生1100 円、小学生750 円、幼児（3 歳以上）370 円
備考　詳細はアクア・トト ぎふウェブサイト、ま
たは電話でお問い合わせください

FAX
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み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

KIDS in Kakamigahara

楽
し
い
情
報
と
笑
顔
を
お
届
け
！
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フ ァ ン
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フ ァ ン

ａｎ Ｍ
メ デ ィ ア
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かかみがはら

和田徹さん｜「かかみがはらフードバトル2015」優勝

　

も
っ
ち
り
し
た
パ
ン
生
地
に

包
ま
れ
た
、
甘
く
柔
ら
か
な
牛

す
じ
煮
。
今
年
の
市
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
グ
ル
メ
を
決
め
る
「
フ
ー

ド
バ
ト
ル
」
１
位
の
栄
冠
は
、

川
島
小
網
町
の
バ
ー
・
焼
肉
店

「
し
ば
ら
く
」
の
、「
ギ
ュ
ー
牛

づ
め
」
が
獲
得
し
た
。
店
主
の

和
田
徹
さ
ん
は
、「
こ
ん
な
大

き
な
大
会
で
１
位
を
取
る
の

は
、今
ま
で
の
人
生
で
初
め
て
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　

和
田
さ
ん
は
岐
阜
市
出
身
。

元
々
、
イ
ン
テ
リ
ア
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
だ
っ
た
和
田
さ
ん
は
、
50

歳
で
「
デ
ザ
イ
ン
は
若
い
発
想

が
重
要
」と
事
務
所
を
た
た
み
、

飲
食
業
の
世
界
へ
。
仲
間
た
ち

が
集
ま
る
た
め
の
バ
ー
を
「
遊

び
で
」
開
い
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
知
り
合
い
の
牧
場
か
ら
飛

騨
牛
を
仕
入
れ
始
め
、
現
在
の

店
の
形
に
。
週
末
の
み
バ
ー
を

営
業
し
、焼
肉
は
完
全
予
約
制
。

「
目
的
は
儲
け
る
こ
と
じ
ゃ
な

く
、
楽
し
む
こ
と
」
と
公
言
す

る
異
色
の
飲
食
店
だ
。

　

そ
ん
な
和
田
さ
ん
が
、
店
の

顔
と
な
る
商
品
と
し
て
、
５
年

の
歳
月
を
か
け
開
発
し
た
の
が

「
ギ
ュ
ー
牛
づ
め
」。
牛
す
じ
を

は
じ
め
、
使
用
す
る
味
噌
や
み

り
ん
、パ
ン
生
地
に
至
る
ま
で
、

こ
だ
わ
り
の
素
材
を
集
め
た
。

　

そ
ん
な
自
信
の
一
品
で
挑
ん

だ
昨
年
の
フ
ー
ド
バ
ト
ル
で

は
、
予
想
以
上
の
客
の
入
り
に

揚
げ
る
ス
ピ
ー
ド
が
追
い
付
か

な
い
。
時
に
は
50
人
以
上
も
並

ぶ
長
い
行
列
が
で
き
て
し
ま

い
、結
果
も
２
位
に
終
わ
っ
た
。

　
「
や
る
か
ら
に
は
１
位
を
」、

と
意
気
込
ん
だ
今
年
度
は
、
調

理
環
境
を
見
直
し
。
広
口
の
鍋

や
特
注
の
器
具
で
能
率
を
上
げ
、

行
列
を
ゼ
ロ
に
。
約
２
３
０
０

食
を
売
り
上
げ
、
客
の
支
持
を

表
す
投
票
数
は
１
３
３
６
票
。

ト
ッ
プ
の
座
に
立
っ
た
。

　
「
仕
事
は
自
分
に
と
っ
て
生

活
と
同
じ
。
楽
し
く
な
い
と
仕

事
じ
ゃ
な
い
」
と
和
田
さ
ん
。

現
在
、
次
の
新
製
品
を
考
案
中

だ
と
い
う
。「
好
き
だ
か
ら
考

え
ら
れ
る
ん
だ
よ
」
と
、
力
強

い
笑
顔
を
浮
か
べ
た
。

WADA Toru
店では、地元ミュージシャンによ
るライブなども企画。「ギュー牛づ
め」は、通信販売でも購入できる。

「仕事＝生活」。異色の飲食店が手掛けた逸品

　

私
た
ち
五
年
生
は
、
味
の
素

の
方
に
う
ま
味
に
つ
い
て
、
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

味
と
は
、
舌
に
あ
る
味み

蕾ら
い

で

感
じ
る
も
の
で
、
５
つ
の
基
本

味
が
あ
り
ま
す
。
甘
味
、塩
味
、

酸
味
、
苦
味
、
う
ま
味
で
す
。

そ
の
中
の
う
ま
味
と
は
、
こ
ん

ぶ
、
か
つ
お
節
、
に
ぼ
し
、
干

し
し
い
た
け
の
よ
う
に
だ
し
に

使
わ
れ
る
も
の
か
ら
の
味
で
す
。

　

ま
た
、
う
ま
味
物
質
に
含
ま

れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
な
ど
に
つ

い
て
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
カ
ツ
オ
か
ら

か
つ
お
節
を
け
ず
る
体
験
を
し

ま
し
た
。
カ
ン
ナ
の
よ
う
な
、

け
ず
り
機
を
使
い
ま
し
た
。
お

店
で
売
っ
て
い
る
よ
う
な
フ
ワ

フ
ワ
な
か
つ
お
節
で
は
な
く
、

粉
々
に
な
っ
て
し
ま
い
、
け
ず

る
事
が
と
て
も
難
し
い
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
は
、
こ
ん
ぶ
や
に
ぼ

し
、
干
し
し
い
た
け
を
見
た
り
、

さ
わ
っ
た
り
、
に
お
い
を
か
い

だ
り
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
が
お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
、

こ
ん
ぶ
の
長
さ
で
す
。
味
の
素

の
方
が
、
日
高
昆
布
と
真
昆
布

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
日
高
昆
布
は
、
１
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
、
真
昆
布
は
大
き
く

て
最
大
で
３
メ
ー
ト
ル
は
あ
る

そ
う
で
す
。
に
お
い
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
と
く
ち
ょ
う
が
あ
り
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
だ
し
に
、

と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
、
み
そ
を
湯

で
と
い
た
も
の
と
、
こ
ん
ぶ
と

か
つ
お
節
で
と
っ
た
だ
し
汁
の

飲
み
比
べ
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

み
そ
を
湯
で
と
い
た
も
の
を

飲
ん
だ
と
き
、
給
食
で
い
つ
も

飲
ん
で
い
る
み
そ
汁
と
比
べ
て
、

味
が
う
す
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
ん
ぶ
と
か
つ
お
節
で

と
っ
た
だ
し
汁
を
飲
ん
だ
と
き

は
、
物
足
り
な
い
よ
う
な
味
で

し
た
。
し
か
し
、
２
つ
を
合
わ

せ
て
飲
む
と
、
だ
し
が
き
い
た

お
い
し
い
み
そ
汁
の
味
に
な
っ

た
の
で
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

今
日
、
学
習
し
た
こ
と
で
、

だ
し
が
あ
る
こ
と
で
料
理
が

も
っ
と
お
い
し
く
な
っ
た
り
、

世
界
共
通
の
も
の
に
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
料
理

を
作
る
と
き
は
、
う
ま
味
に
に

も
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
・
６
年   

野
間
友ゆ

い結
さ
ん
（
執

筆
当
時
は
5
年
生
）

食育出前授業をうけて
緑苑小学校

　

Ｆ
ｕ
ｎ 

Ｆ
ａ
ｎ 

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ 

か
か
み
が
は
ら
は
、「
何
か
お

も
し
ろ
い
こ
と
や
ろ
う
！
発
信

し
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
集

ま
っ
た
老
若
男
女
が
、
映
像
制

作
を
通
じ
て
各
務
原
を
全
国
に

宣
伝
し
て
い
る
団
体
で
、
昨
年

４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト（
河
川
環
境
楽
園
夏
フ
ェ
ス
、

カ
レ
ー
祭
り
な
ど
）
や
各
務
原

で
活
躍
す
る
人
（々
番
組
名「
発

見
！
各
務
原
人
!!
」）、
人
気
飲

食
店
や
隠
れ
た
名
店
（
番
組
名

「
デ
コ
お
や
じ
の
各
務
原
ば
く

ば
く
ご
飯
」、「
各
務
原
私
の
お

気
に
入
り
ラ
ン
チ
」）
を
取
材

し
て
紹
介
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
制
作
し
、

そ
の
映
像
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
映
像
制

作
の
技
術
を
磨
く
た
め
、監
督
、

編
集
、
演
者
、
カ
メ
ラ
、
照
明
、

音
声
な
ど
に
分
か
れ
、
ド
ラ
マ

の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
再
現
し
て
映

像
化
す
る
勉
強
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
素
人
ば
か
り

の
集
団
で
す
。
す
べ
て
が
手
探

り
で
す
が
、
い
つ
も
明
る
く
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
、
男
性
9
人
女
性
18
人

で
、
年
齢
層
は
22
～
63
歳
ま
で

と
幅
広
く
、「
い
つ
か
自
分
た

ち
で
映
画
を
作
り
た
い
！
」
と

い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

月
に
２
回
程
度
、
那
加
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
兼

映
像
制
作
の
勉
強
会
と
取
材
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
演
技
し
た

い
！
撮
影
し
た
い
！
」
な
ど
興

味
の
あ
る
方
大
歓
迎
で
す
。
映

像
制
作
の
技
術
を
磨
き
な
が
ら

一
緒
に
各
務
原
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

活
動　

月
２
～
３
回

詳
細　

小
園
☎
０
８
０
（
５
２

９
８
）
９
２
２
２

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う
・

１
才
お
め
で
と
う
事
業

　
「
ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ

ぼ
う
」
の
中
で
、
1
歳
に
な
っ

た
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん
と
家

族
を
子
ど
も
館
に
招
待
し
て
お

祝
い
す
る
「
1
才
お
め
で
と
う

事
業
」
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
24
日（
水
）　

11
時

～
11
時
30
分

場
所
　
市
内
５
館
の
こ
ど
も
館

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る
平

成
26
年
５
月
生
ま
れ
の
子

備
考　

対
象
者
に
案
内
状
を
送

付
。
同
封
の
引
換
券
を
持
参

子
育
て
講
座
「
食
育
講
座
」

日
程　

▽
さ
く
ら
＝
７
月
８
日

（
水
）
▽
あ
さ
ひ
＝
10
日（
金
）

▽
そ
は
ら
＝
16
日（
木
）
▽
か

わ
し
ま
＝
17
日（
金
）
▽
う
ぬ

ま
東
＝
14
日（
火
）　

い
ず
れ
も

10
時
～
11
時
30
分（
託
児
あ
り
）

た
だ
し
、
う
ぬ
ま
東
の
み
10
時

～
11
時
（
託
児
な
し
・
親
子
で

参
加
）

対
象　

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

定
員　

▽
そ
は
ら
・
さ
く
ら
・

あ
さ
ひ
＝
各
20
人
▽
か
わ
し
ま

＝
15
人
▽
う
ぬ
ま
東
＝
親
子
で

15
組　

い
ず
れ
も
申
込
順

申
込　

６
月
10
日
の
９
時
～ 

各
子
ど
も
館
（
13
時
～
電
話
で

も
受
け
付
け
ま
す
）

あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

日
程　

▽
あ
さ
ひ
・
か
わ
し
ま

＝
６
月
16
日（
火
）▽
さ
く
ら
＝

17
日（
水
）▽
う
ぬ
ま
東
＝
22
日

（
月
）▽
そ
は
ら
＝
23
日（
火
）

い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

対
象　

1
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者
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若
い
女
性
に
人
気
の
ベ
ー
グ
ル
は
、
し
っ

と
り
、
モ
チ
モ
チ
食
感
が
ウ
リ
。
ベ
ー
グ
ル

職
人
は
、
生
地
を
特
有
の
「
輪
」
の
形
に
素

早
く
成
形
し
、
１
日
に
何
百
個
も
焼
き
上
げ

ま
す
。

　

志
津
馬
こ
の
み
さ
ん
は
、「
地
元
の
人
に
、

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
届
け
た
い
」と
、

５
年
前
に
那
加
住
吉
町
に
お
店
を
構
え
ま
し

た
。
開
店
以
来
の
こ
だ
わ
り
は
、「
安
心
」。県

産
の
小
麦
を
使
用
し
、
着
色
料
や
保
存
料
な

ど
は
使
わ
ず
に
生
地
を
仕
込
み
ま
す
。
仕
込

み
の
時
は
、
そ
の
日
の
気
温
や
湿
度
に
気
を

配
り
、
年
間
を
通
じ
て
同
じ
仕
上
が
り
に
な

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

職
人
の
も
う
一
つ
の
こ
だ
わ
り
は
「
焼
き

た
て
」
の
提
供
。
お
店
に
は
、
こ
だ
わ
り
の

素
材
に
、
優
し
い
思
い
が
練
り
こ
ま
れ
た
、

焼
き
立
て
の
ベ
ー
グ
ル
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

FILE №　028

ベーグル職人
（べーぐるしょくにん）

【これまでのあらすじ】文
ぶんせい

政 12 年（1829）。年貢増徴の危機にあった島崎村と野口村は、窮状を江戸の幕府に直接訴え出る「直
じき

訴
を

」を決行。

　　　　　　　　　　　島崎村の若者・彦
ひこさく

作は 4 月 2 日、ついに老中への「駕
か ご そ

籠訴」を行うも、その身は牢につながれてしまうことに…

　4 月 4 日、桜まつりのメーンイベント「20 万
人の広場」が市民公園一帯で開催されました。
【市民カメラマン：船戸紅波さん】
気持ちよく晴れた土曜日に撮影に行きました。「ミ
スかかみがはら」の発表会、パレードなどたくさ
んのイベントが行われ、多くの人で盛り上がって
いました。満開の桜がとてもきれいで、シートを
広げてお花見をする人、風情ある人力車から花を
楽しむ人などがたくさんいました。

笑顔のこいのぼりが、元気に泳ぐ 自治会と行政の連携を図る

緊急時に備え、運転技術の向上を図る

市内保育所「こいのぼり揚げ」 自治会長大会

緊急車両走行訓練第 39回桜まつり

　市内の保育所で、この時期の恒例行事となって
いる「こいのぼり揚げ」。4月 21 日は、那加中央
保育所で、子どもたちの健やかな成長を願って、
こいのぼりが掲げられました。
　このこいのぼりは、年長・年中の園児 82 人で
協力して作成。うろこ型の画用紙に、「自分の顔」
を描いて、貼り付けました。参加した園児は、「自
分の似顔絵が上手に描けました。家のこいのぼり
より大きくて、楽しい！」とはしゃいでいました。

　市内の自治会長が参加した自治会長大会が、4
月 18 日に文化ホールで開催されました。
　この大会は、自治会相互の親睦を深めることや、
住民自治意識を高揚させることなどが目的。連合
会長のあいさつのほか、自治会長を 20 年以上務
める方に感謝状の贈呈が行われました。
　大会の最後には、「明るく住みよい、ささえ合
う地域社会の実現に向けて邁進します」と参加者
全員で宣言。1年間の決意を立て、会を閉じました。

　4月 16 日、西部方面消防署の緊急車両走行訓
練が行われました。この訓練は、緊急走行時の事
故防止の一環で行われ、那加自動車学校の教習
コースで実施。赤信号の交差点に入る方法や、追
い越し、マイクでの注意喚起の訓練を行いました。
　訓練に参加した西部方面消防署の横山聡さん
は、「火災現場などに急行することを想定し、安全
運転の意識を高めることができました。今回の経
験を今後に生かしていきたい」と話していました。

儀
が
吟
味
す
る
と
の
こ
と
。
残
っ
た
連
中
も

早
く
出
訴
し
て
ほ
し
い
。
出
訴
し
な
い
の
な

ら
た
だ
江
戸
見
物
に
来
た
だ
け
の
女
よ
り
劣

る
者
だ
（
内
容
略
文
）」

と
、
か
な
り
厳
し
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

牢
外
組
と
し
て
は
身
を
惜
し
ん
で
い
た
訳
で

は
な
い
が
、
出
訴
の
時
期
を
見
定
め
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
入
牢
組
と
牢
外

組
と
の
意
思
疎
通
が
で
き
ず
、
拷
問
に
苦
し

む
彦
作
に
は
疑
心
暗
鬼
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
数
日
後
（
五
月
六
日
）、
島
崎
村
の

儀ぎ

助す
け

が
老
中
水
野
出
羽
守
に
駕
籠
訴
す
る
。

都
合
三
度
目
の
出
訴
と
な
り
、
儀
助
も
同
様

に
入
牢
の
身
と
な
る
。

　

同
十
八
日
、
江
戸
表
よ
り
の
呼
び
出
し
に

応
じ
佐
々
木
惣
左
衛
門
が
陣
屋
を
出
て
江
戸

に
向
か
っ
た
。

― 

つ
づ
く

　

江
戸
で
は
十
三
日
、
野
口
村
の
兼か

ね
ぞ
う蔵
が
老

中
水
野
出で

羽わ
の
か
み守
に
駕か

ご

そ
籠
訴
を
し
、
彦
作
同
様

入
牢
の
身
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
徳
山
更
木
陣
屋
に
も
江
戸
か
ら
書

状
が
届
き
、
老
中
へ
駕
籠
訴
し
た
事
実
が
知

ら
さ
れ
、
役
人
連
は
事
の
重
大
さ
に
落
着
さ

せ
る
術す
べ

を
失
っ
て
い
た
。
佐
々
木
惣そ
う

左ざ

え衛
門も
ん

は
誰
彼
と
無
く
叱
り
付
け
自
分
の
正
当
性
の

み
を
声
高
に
主
張
し
、
手
代
の
松
原
喜き

内な
い

は

た
だ
た
だ
頭
を
抱
え
て
い
た
。
地
役
人
の
河

合
伴ば
ん
し
ち七
と
横
山
茂し
げ

左ざ

え衛
門も
ん

は
互
い
に
責
任
を

擦な
す

り
付
け
合
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
村
方
で
は
な
か
な
か
江
戸
の
様
子

が
知
れ
ず
、
七
人
目
の
出
府
人
と
し
て
島
崎

の
五ご

右え衛
門も
ん

を
江
戸
に
立
た
せ
る
。

　

四
月
二
十
九
日
、
入じ

ゅ
ろ
う牢

中
の
彦ひ

こ
さ
く作

か
ら
の

書
状
が
安
積
清せ
い

右え衛
門も

ん

に
届
く
。
そ
こ
に
は

彦
作
の
悲
壮
な
思
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
我
々
は
水
野
出
羽
守
に
駕
籠
訴
し
て
牢

屋
に
押
し
込
め
ら
れ
拷
問
を
受
け
て
い
る
。

自
分
の
命
は
惜
し
ま
な
い
が
、
洩も

れ
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
も
う
一
度
駕
籠
訴
す
れ
ば
公

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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先輩に誘われ始めた「二人展」がきっかけで 17 年間写

真を撮り続けてきました。作品は感動を伝えるもの。被

写体と心で向き合い、「ここを撮ってほしい」という声を

聞き、そこに自分の感性を働かせることで決定的な 1枚

となります。写真はその時その瞬間にしか撮れないから

面白い。一期一会の心で写真を撮り続けています。

写真　
　琵琶湖「鳰

にお

の詩
うた

」　

白木征雄さん
（須衛町）

CITY
GALLERY

「自然と対話する」ことで撮れる瞬間

加藤　伶
れ お ん

音ちゃん（H21.6.17 生）

             瞳
め い さ

采ちゃん（H24.12.3 生）

西川　優
ゆ あ

愛ちゃん（H22.9.28 生）

             翔
と あ

温ちゃん（H26.2.4 生）

妹が生まれ服を着替えさせてくれたり、一緒

に遊んでくれてお兄ちゃんありがとう。

（健司さん・育子さん、蘇原希望町）

二人がいてくれて幸せです。姉弟なかよく元

気に大きくなってね。大好きだよ♡

（忍さん・綾乃さん、桜木町）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8332 人（男　7万 3233 人・女　7万 5099 人）

世帯｜ 5万 7342 世帯　　　　　　平成 27 年 4月 1日現在
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